
養父市提案型市民協働事業 

過去にはこのような事業を実施しました 

 

【目的】 

「市と協働して事業を進めたい」、あるいは「既に行われている市の事業をより良いものにしたい。」

という想いをお持ちの皆さんからの提案を受け、共通の目的を達成するために、対等な立場に立って、お

互いに協力・協調しながら事業を行うもので、これにより、公共サービスの質の向上、市職員の協働意識

の高揚、更には新たな事業への展開などを目指していきます。 

 

【事業規模】 

事業費 10万円以上のものとします。市が負担する経費は、一事業当たり 50万円を限度とします。 

 

【事業期間】 

実施年度の４月 1日～２月末まで。ただし、毎年度の審査を得て、３年を限度に提案することができま

す。 

 

提案・採択実績（令和３年度） 

 団体名 
事業名 

（協働事業担当課） 
事業概要 

継続 

年数 

1 
養父市在来種 

研究会 

在来種の研究、 

栽培と産地化 

（農林振興課） 

消えかけている在来作物の復活と、地域に栽培を広げることにより、不耕作地の

拡大を防ぎ、将来の産地化を目指すため、養父市の在来種大豆である「八鹿浅黄」

の種採取用ほ場の確保と整備、優良種の育種と確保を行うほか、研究会の実施によ

る栽培会員数の増加を図った。 

２年目 

2 

Yabu 

ドライブ 

インシアター 

実行委員会 

～はじめての体験！ 

星空映画館 

＠奥米地～ 

（やぶぐらし課） 

新型コロナウイルスの影響によりダメージを負った地域産業を活性化させると

同時に、市民が安心・安全に娯楽を楽しめるようドライブインシアター事業を開

催した。  

１年目 

 

提案・採択実績（令和４年度） 

 団体名 
事業名 

（協働事業担当課） 
事業概要 

継続 

年数 

1 
NPO 法人 

りとるめいと 

子育て世代の 

防災講座 

（防災安全課） 

子育て世代の家族形態が多様化する中、近所の交流が減少し、自分の住む地域の

ことを知らない人が増えている。そのような子育て世代に全６回の防災講座を計画

し、防災意識の向上と地域交流を目指した。また、講座に参加できなかった子育て

世代にも情報を共有するため、子育て世代向けの防災ガイドブックを作成し、市の

乳幼児健診時に配布するなど、協働して周知を行った。 

１年目 

2 
養父市在来種 

研究会 

在来種の研究、 

栽培と産地化 

（農林振興課） 

消えかけている在来作物の復活と、地域に栽培を広げることにより、不耕作地

の拡大を防ぎ、将来の産地化を目指すため、養父市の在来種大豆である「八鹿浅

黄」の普及と栽培者増加、産地化に向け、小中学校への出前授業や、ほ場の PR 活

動を行った。 

３年目 

 

 



提案・採択実績（令和５年度） 

 団体名 
事業名 

（協働事業担当課） 
事業概要 

継続 

年数 

1 
NPO 法人 

りとるめいと 

子育て世代の 

防災講座 

（防災安全課） 

初年度（令和４年度）には子育て世帯が災害時に安心して避難してもらうことを

目的に、防災講座を企画するとともに、防災ガイドブックを作成し、大きな反響が

あった。 

 令和５年度はさらに理解を深めてもらうため、防災講座に加えて、前年度に作成

したガイドブックの使い方や養父市防災安全課が公開している非常時用持ち出し

品チェックリストをもとに 100 円ショップで揃う防災グッズを紹介するなど、子育

て世帯向けに分かりやすい動画を作成し公開した。 

２年目 

2 Each and Every 

自分らしさを 

見つけよう 

～子どもの体験活動の 

場の提供とサポート～ 

（こども学び課） 

少子化による子どもの減少に加え、コロナ禍の影響で交流イベントのあり方も

変わりつつある。このような社会背景の中で、子どもが子どもらしく自由な発想

を活かせる体験の機会、五感を活かした直接体験の機会を提供する。 

 そのために、環境・社会・文化体験活動に関する３回の自然体験ワークショッ

プ（幼少中対象）と、子どもたちの体験活動に関するドキュメンタリー映画の上

映会を実施した。 

 自らの力で考え、活動する場の提供とサポートを担い、子どもの生きる力を育

てる。 

１年目 

 

提案・採択実績（令和６年度） 

 団体名 
事業名 

（協働事業担当課） 
事業概要 

継続 

年数 

1 
NPO 法人 

りとるめいと 

子育て世代の 

防災講座 

（防災安全課） 

令和４年度に作成した防災ガイドブックの内容更新・増刷と、３年目となる防

災講座を実施。 

 近年の地震被害を受け防災ニーズが高まっている中で、被災地支援の体験談な

ど、より実践的な内容となった。災害時には地域との連携も不可欠とのことから、

地域自治組織等にも周知を行った。本講座をもとに地域から依頼があった場合に

は、スタッフが講師となり出張ミニ講座を行うことで、持続可能で効果的な事業

となった。 

３年目 

2 Each and Every 

自分らしさを 

見つけよう 

～子どもの体験活動の 

場の提供とサポート～ 

（こども学び課） 

昨年度の経験を踏まえ、内容をブラッシュアップしたうえで、自然体験ワーク

ショップを３回とドキュメンタリー映画の上映会を１回開催した。ワークショッ

プは子どもたちが自分たちの住む地域を楽しみ、地域の良さを知る良い機会とな

った。 

２年目 

3 

社会福祉法人さつき 

福祉会障害者支援 

施設琴弾の丘 

養父市カベトレ 

プロジェクト 

（社会福祉課） 

令和６年４月から事業所における「合理的配慮」（障害のある方々の人権が障

害のない方々と同じように保障され、様々な場面で平等に参加できるよう配慮す

ること）が義務化した。しかし、市内事業者における認知度が低く、社会的障壁

が取り除けていない状態なため、取組についての研修会を開催し、内容の周知を

行った。 

１年目 

 

 

 

 



提案・採択実績（令和７年度） 

 団体名 
事業名 

（協働事業担当課） 
事業概要 

継続 

年数 

1 Each and Every 

自分らしさを 

見つけよう 

～子どもの体験活動の 

場の提供とサポート～ 

（こども学び課） 

協働事業としての集大成として、これまで２年間実施してきたことの反省を生

かし、子どもたちの主体性を引き出す３回の自然体験ワークショップを開催。初

の試みとして、「いのちを育む」をテーマにアイガモ農法を通して自然の成り立

ちなどを学んだ。 

 市と協働して実施することで、より多くの子どもたちに参加していただくこと

ができた。 

３年目 

2 

社会福祉法人さつき 

福祉会障害者支援 

施設琴弾の丘 

養父市カベトレ 

プロジェクト 

（社会福祉課） 

令和６年４月から事業所において義務化された「合理的配慮」について周知す

るため、リーフレット作成および研修会を開催した。イラスト等を活用して分か

りやすく伝えることで、事業者をはじめとする市民が、合理的配慮について考え

るきっかけを醸成した。 

２年目 

3 

あけのべ 

プロジェクト 

実行委員会 

小林たばこ総合会館に

おけるテレビ病院の 

実装事業 

（健康医療課） 

高齢者の孤立問題が顕著である養父市大屋町明延地域にある空き家に福祉サー

ビスを実装し、居場所づくりを行った。地域住民が気軽に福祉へ繋がれるオンラ

イン健康相談や、養父市健康医療課がオンライン診療の実証実験を実施した。加

えて、地域住民や明延地域へ訪れた観光客の新たな交流拠点としても機能した。 

１年目 

 


